
小規模多機能ホームとうごう苑さくら荘倫理綱領 
 
 
小規模多機能ホームとうごう苑さくら荘の職員は、利用者がその自宅において、又は、こ

の施設において、地域住民との交流を続けながら、家庭的な環境の中で食事、入浴、排泄

等の介護や、その他日常生活の世話や機能訓練等のサービスを受けられるように、利用者

が持っている能力に応じて、自宅で自立した日常生活を営むことができるように、支援す

るサービスを提供することに期待が寄せられています。 
この期待の応えるためには，関係法令を遵守するだけにとどまらず，利用者に対し自立

支援と人権尊重の理念の基づき，利用者中心の質の高いサービスを提供する義務があり，

地域の信頼に応えるために，公平、公正なサービスの提供に努める必要があります。 
当事業所は，このような自覚と決意をさらに強固なものとするため，当事業所で働く全

ての職員が厳守すべき「小規模多機能ホームとうごう苑さくら荘倫理綱領」をここに定め

ます。 
 
 
１．当法人のモットーである「やさしい手にあたたかい心をこめて」に基づいて，やさし

い気持ちで，心のこもったサービス提供に努めること。 
１．最も良い環境である自宅で自分らしい生活を主体的におくれるように，生活の質，い

のちの質の向上を目指し支援すること。 
１．利用者とその家族の問題に焦点を当て，職員がチームとなって力を合わせて問題解決

に当たること。 
１．命や人権の尊厳を重視し，利用者の身体面，精神面，心理面，安全面，さらに生きが

いにも目を向け，サービスの向上に努めること。 
１．サービスに役立つ知識を習得するために，積極的に研修会等に参加するよう努めるこ

と。 
１．職員間のコミュニケーションをより良くするために，定期的にミーティングを行い，

それに積極的に参加するように努めること。 
１．利用者やその家族と信頼関係を構築することに努め，不祥事は絶対に発生させないこ

と。 
１．職務上知り得た利用者の生活に関しての一切の情報は，絶対に外部に漏らさないこと。 


